第１５章⑦　高齢者に多い疾患等（糖尿病、高血圧、脂質異常症、呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群等）の留意点の理解　　　　　　　20260311

〇個人ワーク(5分)
自分の理解度を振り返り、本科目でどのようなことを学びたいか、改めて現時点で感じていることを言葉で書き留めておきましょう。







第１節「疾患の理解」について 
ミニワーク①(グループワーク１０分　※発表なし)
(1) 糖尿病特有の三つの合併症を述べてみましょう。






(2) 高血圧症の定義を述べてみましょう。






(3) 慢性閉塞性肺疾患(COPD)の治療と禁煙との関係を述べてみましょう。






(4) 高齢者に多い筋骨格系の疾患の種類を五つ以上あげてみましょう。






(5) 廃用症候群の症状を五つ以上あげてみましょう。







ミニワーク②(チャット入力＋数グループから発表＝２０分くらい)　
ロールプレイを通じて、利用者の立場、家族の立場、介護支援専門員の立場から、どのように情報収集すればいいかを導き出してみましょう。
このシートの終わりに「ロールプレイについての解説」を記しております。

・疾患ごとの通院先はどこか、また、通院状況(機関や通院・訪問などの方法)はどうか。








・かかりつけ薬剤師はいるか。







・罹っている疾患について、本人や家族はどのように理解しているか。







・疾患の治療方針について、医師からどのように説明を受けているか。



























ロールプレイについての解説

30分で4人グループが「疾患を併存する在宅高齢者」をテーマにロールプレイを行う場合、限られた時間で3つの立場（利用者・家族・介護支援専門員）を体験し、4つの質問に沿って情報収集の方法を導き出すことが目的になります。
以下は、時間配分つきの具体的な進行手順です。

1. 全体の構成（30分）
1. 	導入・役割決め（3分）
2. 	ロールプレイ①（利用者・家族・ケアマネ）（20分）
3. 	まとめ・チャット入力の準備（7分）



1. 導入・役割決め（3分）
• 	4人グループで以下の役割を決める
• 	利用者役
• 	家族役
• 	介護支援専門員役
• 	観察者（質問の仕方・情報の引き出し方を記録）

2. ロールプレイ①（20分）
介護支援専門員役が、利用者役・家族役に対して、問1〜問4の情報をどう引き出すかを実践する。
ロールプレイで扱う4つの質問
• 	問1　疾患ごとの通院先と通院状況
• 	問2　かかりつけ薬剤師の有無
• 	問3　疾患に対する本人・家族の理解
• 	問4　治療方針について医師から受けた説明
ケアマネ役が意識するポイント
• 	本人の言葉を引き出すオープンクエスチョン
• 	家族の補足を自然に求める
• 	本人と家族の理解のズレを確認する
• 	通院や治療が生活にどう影響しているかを探る
• 	医療連携が必要なポイントを見つける

観察者の視点
• 	質問の順序は適切か
• 	本人が話しやすい雰囲気が作れているか
• 	情報の深掘りができているか
• 	家族の意見も拾えているか

3. まとめ（7分）
グループとして以下を整理する。
• 	多疾患高齢者の在宅支援では、医療情報の整理と理解のズレの把握が重要
• 	利用者・家族・ケアマネの視点が異なることで、必要な情報が立体的に見える
• 	情報収集は「質問内容」だけでなく「質問の仕方」が質を左右する
最後に、グループとして「明日から実践できる聞き取りの工夫」を1つ決めると学びが定着しやすいです。



